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研究成果の概要（和文）：いわゆる「障害者」のみならず、長期疾病者や顔にあざのあるユニー

クフェイス等、制度と制度の狭間に落ち込んでいる人々にも焦点を当て、彼らが直面する社会

的障害の共通項を探った。ゲーム理論や障害学を用いた理論研究に加え、障害者団体や地方自

治体を通じた障害当事者およびその家族への調査、企業を対象とした調査、長期疾病者を対象

とした調査、ネパールやフィリピンでの海外調査を展開し、報告書にまとめた。 

 
研究成果の概要（英文）：We focus not only on “people with disability (PwD)” in its narrow 
sense, but also on those stuck between different systems, including people with long 
standing health problems and people with facial disfigurement, and study social barriers 
in their way. In addition to theoretical analysis using game theory and disability studies, 
we conducted statistical surveys of PwD in cooperation with disability groups and local 
government, of firms, of patients with long standing health problems. We also conducted 
statistical survey in foreign countries such as Nepal and Philippines. 
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１． 研究開始当初の背景 
近年、障害者の側からのソーシャル・インク
ルージョンの要請が高まり、中度・重度の障
害者も積極的に街に出るようになったもの
の、経済合理性を無視したところに真の障害
者政策はあり得ない。政府がどのような規制
の網をかけても抜け道はあるからである。イ
ンセンティブを考えたうえで、障害問題にア
プローチする必要がある。また、経済学にお
いて標準的な計量分析も障害問題の研究で

はほとんど行われていない。一方、経済学に
おいては、障害問題は周縁の問題とみなされ、
顧みられることはほとんどなかった。 

 
２．研究の目的 
理論およびそれに基づいた計量分析を通し
て、さまざまな障害者施策や制度の社会・経
済的影響および「障害」の身体的側面と社会
的側面との関連を理論的・定量的に分析する。 
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３．研究の方法 
全体の研究を５つの分析グループに分け、そ
れぞれに核となる研究者を配置している。各
グループを有機的に連関させるため、１～２
ヶ月に一度の全体会合を通じて、意見交換を
している。 

なお、この全体会合および成果の発信の場
では、十分な情報保証とアクセシビリティの
確保に努めている。 
パクト等を内閣府の障害者制度改革推進会
議の動きをリアルタイムで追いつつ、研究を
遂行している。 
事例・実験分析グループ： 重複障害、女性
障害者といった制度の狭間に落ち込む人々
にスポットライトを当てた研究を行ってい
る。 
計量（実証）分析グループ： 国内調査では
1000 部強の調査票を回収した。回収率は
57％に達した。長期疾病者の経済調査を行っ
た。 
歴史分析グループ： 「近代化」のなかで「障
害者」が生み出される歴史的過程を分析して
いる。 
理論分析グループ： 帰納論的ゲーム理論、
量子論的ゲーム理論など、ゲーム理論の最先
端を開拓しながら研究を進めている。盲ろう
という重複障害の事例研究をベースにその
困難がミクロの支援体制とマクロの社会制
度の支援の統合によって克服されていく過
程を障害学の視点に立脚して分析している。 
 
４．研究成果 

プロジェクト開始早々に得られた最大の
知見は、「障害」の広がりと外延を研究する
ことの必要性の再認識であった。一言でこの
問題を表せば、われわれは何をもって、「だ
れを『障害者』と呼ぶのか」という問いへの
答えを模索しなければ、障害問題は読み解く
ことができない、ということである。 
 とくに小さな声しか出せない者たちは、健
常者のための制度と「障害者」のための制度
の狭間に落ち込んでしまい、光が当たらない
という点に着目し、重複障害、女性障害者、
顔にあざのある「ユニークフェイス」の研究
に重点を置き、この点を明らかにした。 
 人々の意見を集約して「障害」の定義を与
えることは不可能であることが理論的に示
された。観察者が観察することで状態が変わ
るという問題に量子論の観点から取り組ん
だ。 
 イギリス・アメリカ・ドイツ・日本といっ
た国の歴史資料を解読し、「障害」概念の形
成・普及・変容の実態を解明した。 

もう一点、大きな成果は統計調査である。
日本調査として、障害者調査および患者調査
を行った。 
（1） 障害者調査 

① 団体調査 
 身体障害・精神障害・知的障害・発達障害
の障害者団体の協力を得て、団体の会員の方
を対象に統計調査を実施した。日常の生活時
間の配分、医療・福祉にかかる費用、支援・
介助の状況、就労状態、経済状態、障害の状
況、個人属性などを調査した。 

② 自治体調査 
三鷹市の協力を得て、三鷹市で障害者手帳

の交付を受けている方を対象に統計調査を
実施した。身体障害者・精神障害者・知的障
害者について、日常の生活時間の配分、医
療・福祉にかかる費用、支援・介助の状況、
就労状態、経済状態、障害の状況、個人属性
などを調査した。 

③ 企業調査 
 愛知県・福井県の労働局のリストにある企
業を対象に統計調査を実施した。無記名式の
調査票を送付し、業種や人員数等の企業特性、
雇用率や支援制度利用の有無、将来の雇用の
可能性などを調査した。 
（2） 患者調査 

① 慢性骨髄性白血病患者実態調査 
 東京大学医科学研究所と共同で慢性骨髄
性白血病患者の患者会の協力を得て、慢性骨
髄性白血病患者の方に統計調査を実施した。
発症時期、イマチニブ（商品名：グリベック）
の服用状況、副作用、医療費負担、就労状態、
経済状態、個人属性などを調査した。 

② 卵巣がん体験者調査 
 卵巣がん体験者の会スマイリーの協力を
得て、会員の方を対象に統計調査を実施した。
治療状況、医療・福祉にかかる費用、就労状
態、経済状態、個人属性などを調査した。 

③ 医療機関調査 
 亀田総合病院の協力を得て、病院の患者を
対象に統計調査を実施した。治療状況、医
療・福祉にかかる費用、就労状態、経済状態、
個人属性などを調査した。 
 海外調査としては、フィリピン調査とネパ
ール調査を行った。 
（1） フィリピン調査 
・フィリピン・バタンガス障害者調査 
 フィリピンのバタンガスという農村地域
における障害者の実態調査を行った。 

農村部における盲・ろう・肢体不自由の三
障害についての状況の差異をそれをもたら
している要因について分析するとともに、非
障害者の生計状況と障害者の生計状況につ
いて比較し、都市部とも比較することを目的
とした。 
 分析の結果、農村部では学校教育を受けた
人たちが極端に少ないほか、都市部であれば
存在するサービス業を中心とした業種への
就業機会が少なく、障害者の就労機会が農業
を中心とせざるを得ないため、盲とろうで就
労状況が逆転するなどの違いが見られた。ま



 

 

た貧困率は、農村部において障害者のそれは
全障害を通じて少なかったが、都市部に比べ
ると貧困率で見た非障害者との差はより小
さいなどの特徴が明らかとなった。 
（2） ネパール調査 
 ・ネパールにおける障害者の実態調査 
 ネパール・ポカラ市の障害者統合学校にお
いて、差別の性質・度合いを厳密に計測する
ための経済実験を設計・実施し、統合教育が
障害者に対する差別を緩和する傾向がある
ことを明らかにした。 

これらの統計調査については、それぞれ調
査報告書を作成した。調査のデータを用いた
様々な定量分析が今後期待される。 

また、事例・実験分析チームは、東日本大
震災における、社会的障害に関する実態調査
の一環として、福島県の高校生の学力を客観
的に測り、併せて学力向上のための支援を行
った。支援は東京大学の学生を中心とし、ジ
ュニア・メンターのような形で大学での勉強
の楽しさやコツを伝え、経済実験も併せて行
った。アンケート調査等と組み合わせ、どの
ような学生にどのような支援が効果的かを
計測し、今後の支援に活かすことのできる研
究を行った。 

社会への研究成果の発信の場として、国内
では、計 8 回にわたる公開講座を開催した。
2010 年京都において「統計調査から今後の障
害者施策を考える」と題し、公開講座を行っ
た。また、東京では 2011 年 3 月「障害者の
教育と経済活動」について計量分析による分
析結果を公開講座で発表した。これらの公開
講座においては、会場に車いすで壇上に上が
るためのスロープや手話通訳、PC 文字通訳、
磁気ループなど情報保障面も充実させてい
った。 

海外においては、2009 年英国で行われた東
大フォーラムで、メインのひとつとして、「障
害と経済」の国際会議をメトロポリタン大学
で開催し、多数メンバーが参加した。松井彰
彦、澤田康幸、福島智、星加良司等が発表を
行い、その成果として、“Creating a Society 
for All: Disability and Economy” をリー
ズ大学の Disability Press から刊行した。
また、東京大学で行われた“2009 Far East and 
South Asia Meeting of the Econometric 
Society”では、松井彰彦、澤田康幸、Kamal 
Lamichhane、川越敏司、両角良子、金子能宏、
森壮也、関口洋平がそれぞれ発表を行った。
2010 年には、ベルリンで行われた国際会議
“ 15th World Congress of Inclusion 
International”に松井彰彦および長瀬修が
報告を行った。 

2011 年には、シラキューズ大学にて、国際
会 議 “ International Conference on 
Disability Economics”を共催し、松井彰彦、
長瀬修、澤田康幸、Kamal Lamichhane、両角

良子、川越敏司、長江亮、川島聡が参加し、
発表を行った。また、ワシントン D.C.世界銀
行本部およびニューヨーク国際連合本部に
お い て 、 松 井 彰 彦 、澤 田 康 幸 、 Kamal 
Lamichhane が発表を行い、国際会議 11th 
NNDR (Nordic Network on Disability 
Research) conference（レイキャビク）では
長瀬修、川島聡、田中恵美子、臼井久実子、
瀬山紀子が参加し発表を行った。トロントで
開催された“International Health Economic 
Association”では、両角良子、児玉有子が 2
件の発表を行った。 

本プロジェクトの最後に 2012 年 3 月、公
開コンファレンス「障害と経済」 を開催し、
5 年間の軌跡、研究の一端を紹介した。また、
5 年間のプロジェクトの成果および活動をま
とめた、「障害と経済の研究」報告書（全 31
頁）を作成し配布した。 
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